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 情報ひろば

行方市の人口
総　数　35,805 人（+ 9）
　男　　17,869 人（+ 9）
　女　　17,936 人（± 0）
世帯数　12,792 世帯（+66）

平成 29年９月１日現在
※外国人住民を含む

（　）は前月との比較
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※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。

市役所　開庁時間
平日（月曜～金曜）
　午前８時 30分

～午後５時 15分
※�休日窓口業務については、　
お問い合わせください。

スマートフォンをお持ちの方は、
２次元コードから行方市公式ホー
ムページをご覧いただけます。

行方市公式ホームページ
閲覧用２次元コード

https://www.youtube.com/
watch?v=IVAUma8WqlM
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※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。

男 女 共同参画って何！？

職業選択と性別
麻生中学校　３年　菅谷 竜也　　

柔道整復師・はり師・きゅう師
厚生労働大臣 免許

健康保険・交通事故・労災保険 受付

交通事故などの傷害の的確な施術
交通事故傷害の発生に伴う適切な初期対応

詳細は行方市ホームページのバナー広告をご覧ください。所在地は 355 号船子信号を旧道に入り間近

●

●

●

行方市は、「女性も男性もあらゆる分野で活躍できる社会づくり」を目指して取り組みを進めています。
男女の枠にとらわれず、お互いの個性と能力を最大限に生かして職業選択ができるよう、男女共同参画
事業出前講座（※）を実施しています。受講後、約１年が経過した中学３年生が、今までの生活で感じ
たことを紹介します。

　僕は、昨年度学校で行われた「男女共同参画出前講座」に参加し、男性だから、女性だからという
性差にとらわれない職種で、誇りを持って活躍している方に接しました。そこで感じたのは、性差を
超えてその職業に自分のやりがいを求め、自分の力を生かそうとする姿でした。
　僕は、中学２年の８月に左膝、３月に右膝を手術しました。その時はどちらも入院し、動けない僕
は、たくさんの看護師さんにいろいろなことを助けていただきました。看護師さんは女性の方が多かっ
たけれど、男性の方も何人もいました。僕は男なので、男性の看護師さんとの方が話しやすかったり、
頼みやすかったりしました。その時に、看護師という職業は女性というイメージが強いけれど、男性
の看護師さんがいることの大切さや、患者さんにとってのよさも自分の体験から実感することができ
ました。
　逆に、手術の前後から始まったリハビリでは担当する先生の男女比に差はありませんでした。その
ことでリハビリの雰囲気が和やかになっているように感じました。
　やはり、男女が共に同じ仕事をしていくことで、その職場にいろいろな考え方や視野が広がってい
くのではないでしょうか。
　これからは、性差を超えて自分を生かすことができる職業を選択できるような社会になっていかな
くてはならないと、出前講座や自分の体験から感じました。そして、そうなることが住みやすく生活
しやすい社会をつくることの第一歩であるとも感じました。

※男女共同参画事業出前講座とは
　�中学２年生を対象とした講座で、市立中学校３校へ
社会の第一線で働く方を講師として、年１回派遣す
る事業です。平成 27年度以降実施しており、受講
した中学生の固定観念にとらわれない柔軟な思考の
一助となっています。


